第39回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：平成27年 6月2日　13:00～14:50
　□会　　場：小山市役所本庁舎３階会議室４
□出 席 者：永井委員長、篠﨑副委員長
高橋、山口、国分、秋山、柿崎、灰野、片柳、久米、伊勢（委員代理）、石井、小井
（以上、計13名）

　□内　　容：

（1）平成２６年度運行状況について
（2）小山市生活交通確保維持改善計画について
（3）新小山市民病院への路線再編について
（4）デマンドバス運行内容の変更について

（5）羽川線について

 (6) その他　
①おーバスまつりについて（報告）
②間々田駅西口広場バス乗り場移設について（報告）
（会議に先立ち、委員の委嘱と改選に伴って委員長と副委員長を決定した。）
■議事要旨

（1）平成２６年度運行状況について

平成２６年度の運行状況、収支状況などについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。
・全体的に利用者は増加しており、収支も改善が図られている。
（2）小山市生活交通確保維持改善計画について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・配布資料は、国の補助事業を受けるための３年間の計画であり、１年毎の事業評価の結果に基づいた改善を図り、見直すものである。
・本年度より名称が小山市生活交通ネットワーク計画から小山市生活交通確保維持改善計　画に変更された。
・デマンド豊田は稼働率の３０％を現状では見込めないため、国の補助対象とならないことから外した。
・デマンド大谷は現時点では稼働率が３０％以下であり、基準を満たせていないが、新市民病院の完成による利用者を見込み補助対象に加えている。

・デマンドバスの一日あたりの利用者数及び収支率目標を今までの経緯や対象人口、１便あたりの定員数が少ない等の実情を加味して目標を下方修正した。

（3）新小山市民病院への路線再編について
新市民病院への交通アクセスについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。

・新市民病院線は、従来の路線を残しながら新市民病院まで向かう路線を検討している。
・間々田東西線は、間々田駅東口から五料までのルートと、五料前の交差点を右折して新市民病院へと向かう２つのルートを検討しているため、現在は間々田東西線が経由しているしらさぎ館へ路線が通らなくなる。
・しらさぎ館バス停を間々田東西線が経由しなくなることにより、デマンドバス大谷中南部・間々田東地区エリアの主要施設としてしらさぎ館の追加を検討している。
・関東自動車の駅東循環線は既設路線のうち、市営塚崎住宅へいくルートは新市民病院までルートを延長する。
（4）デマンドバス運行内容の変更について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・現在のデマンドバスの予約受付期間は２日前～半日前となっているが、８月1日（水）より予約受付期間を２日前～２時間３０分前までに変更することを検討している。
・利用登録に関しては、市役所の電話でも受付を可能にすることを検討している。
（5）羽川線について

　　　　資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・平成２８年４月１日より桑出張所が小山市桑市民交流センターへと移設される為、羽川線は羽川交差点西を経由した後、小山市桑市民交流センター、大沼前を経由するルートを検討している。
（6）その他
①おーバスまつりについて（報告）
５月２日（土）に道の駅思川で行われる小山ブランドまつり特設会場内で、おーバスの展示や路線図の配布等を行った。
②間々田駅西口広場バス乗り場移設について（報告）
間々田駅西口広場のバス停を６月１日（月）よりロータリーの西側から東側へ移設した。
（以　上）

■主な質疑応答
（1）平成２６年度運行状況について

（委員）

デマンド桑絹エリアでは利用者が平成２５年より減少しているが、原因は？

（事務局）

デマンドバスの全体利用者数は増えており、平成24年度からは1000人程度増加している。高齢者の人口がエリアによっては減少しており、デマンドバス対象人口自体が少ないのが現状である。また、乗車人数は少ないが、リピーターは多いため、稼働率は60～70％となっている。

平成26年度は大谷地区を中心に説明会を実施し、大谷や豊田地区のいきいきふれあいセンターの利用者がデマンドバスを活用するようになったため、利用者が増えている。中・穂積エリアに関しては路線バスの道の駅線と被っており、デマンドバスの利用者が減少している。
（委員）

デマンドバスの小山駅乗り入れの話は以前から出ているが、そのような計画は現在あるのか？
（事務局）

運行事業者やタクシー業者は低料金サービスであるデマンドバスが痛手であるため、共存共栄を図った計画を検討し、デマンドバスエリア内での利便性の向上を目指していきたい。
（2）小山市生活交通確保維持改善計画について
（委員）

新しく委員になられた方もいらっしゃるので改めて計画について説明したい。
（事務局）

当計画は、国の補助事業を受けるにあたって３年間の計画を見直すものであり、平成20年度から計画に基づき事業を推進し、１年毎に事業の評価結果に基づいた内容の改善を行っている。当計画は今年10月～来年9月までの補助を受けるための計画となっている。

　　　　（委員）

　　　　　　この委員会は事業者、利用者、行政で基本的な案を作る専門機関である。

　　　　（委員）

　　　　　　もともと国で地域公共交通会議を定める前から小山市は本委員会で計画を立案しており、実質的な議論を行い、地域公共交通会議の前の詰めとして機能している。

　　　　（委員）

法定協議会で運賃などを決められると認識し、本委員会は、事前の根回しや事前準備として考えられる。

　　　　（委員）
今までこのシステムが出来るまでは事業者が運輸局と直接連絡を取っていた。公共交通会議に市民のニーズが入ることができるように議論していきたい。

（3）新小山市民病院への路線再編について
（委員）
新市民病院線は昼休憩の時間も確保されているのに、何故第6便と第7便の間に30分の間が空いているのか？
（事務局）
他路線からの乗り継ぎ時間と給油時間として考えている。基本的には羽川線の利用者が多いため、羽川線のダイヤに合わせた乗り継ぎを検討しており、5分～10分の余裕を考えている。
（委員）
関東自動車の駅東循環線については、以前提案された案と運行する道路が変化している理由は？
（事務局）
元はＫＤＤ前を経由予定だったが、周辺道路の整備により、東側から入れることを病院事務局に確認した上で、変更している。
（委員）
関東自動車が予定しているルートは一般車両も乗り入れ可能なのか？
（事務局）
北側の道路が緊急車両用の道路となっており、東側も一般車両の通行は可能である。

（委員）
デマンドバスから新市民病院までは２回乗り換えしなくてはならないエリアはあるのか？
（事務局）
大谷中南部・間々田東エリアは新市民病院への直行が可能であり、寒川・生井エリアは間々田駅西口での乗り換えが可能のため、１回の乗り継ぎ、他エリアは２回の乗り継ぎとなっている。
（委員）
デマンドバスの主要施設とはどのような物なのか？
（事務局）
基本的にデマンドバスが個人の自宅へ行くことは不可能である。主要施設とは不特定多数の市民の方々が利用する施設のことであり、申請を受ければ随時追加登録が可能である。
（委員）

新市民病院・しらさぎ館は大谷中南部の方も直接行くことは可能か？

（事務局）
可能である。
（委員）

しらさぎ館を大谷地区の市民は利用するのか？

（事務局）

間々田東部市民はしらさぎ館を利用している。

（委員）

飛び地にしらさぎ館はなっているのか？

（事務局）

現在しらさぎ館は間々田東西線が通っているが、しらさぎ館に行く利用者は一ヶ月に数人と少なく、路線再編を検討した。しらさぎ館は小山市の出張所でもあるため、行けない利用者の方のために飛び地でも設定したい。

（委員）

飛び地を設定すると他エリアにも波及するのでは？

（事務局）

出張所のみに限定するという考え方にしている。当初はデマンドバスの主要施設として

追加しないことも考えたが、現在は追加する方向で検討しており、利用状況を精査しながら考えていきたい。
（4）デマンドバス運行内容の変更について
（委員）

当日２時間３０分前ということだが、当日は何時から予約の受付を開始するのか？

（事務局）

当日は大山タクシーにて午前８時から予約の受付を開始する。各エリアによって運行時間も違うため、朝一で予約の電話をすれば午前中にバスに乗れるといった考え方である。

現在は午前中に電話しても午後の便になってしまうため、タクシー無線を使用して２時間３０分前にすることによってタイムラグを短くしていきたい。

利用登録は、電話でデマンドバスの問い合わせを受けた時に、併せて情報を書き留めて事業者へと連絡し、登録率の向上を目指したい。

（委員）

自治会や老人会などへの周知徹底はどのようにするのか？

（事務局）

７月に小山市広報への掲載、ホームページの更新、出前講座を実施していく予定である。

（委員）

運行内容変更への書き方が不親切である。市役所のどこで登録できるのか、随時受け付けているのかなどを明記し、書き方を考える必要性がある。

（委員）

当日予約受付は午前８時～は明記したほうが良い。

また、デマンドバスの登録率は？

（事務局）

現在４．３％であるが昨年度登録率は３．８％であり、一年間で０．５ポイント上昇した。

（委員）

低いので倍には上げていきたい。まだまだデマンドバスには上がるポテンシャルがある。

（委員）

大谷地区のデマンドバスの登録率が低い。

（事務局）

新市民病院に併せてアピールし、利用者を増やしていきたい。

（委員）

新市民病院にて登録が出来たら良い。

（事務局）

電話問い合わせをそのまま登録へと促したい。

また、利用者カードは無いのかという問い合わせもある。カードを持つことで利用しようという気持ちが持てるのなら、１つの施策としては面白いのではないかと考えている。ただし、カードを紛失したときにどうするのか等の課題はある。
（委員）
カードを作るのであれば、最近は６５歳以上の方もお若い方が多いので、カードを見れば一目で分かるようになると良い。

（委員）

現在登録確認は大山タクシーなのか？

（事務局）

大山タクシーにて名前と住所を言えば分かるようになっている。

登録証があればいつ登録が完了したのか等の問い合わせにも対応できるのではないだろうか。

（5）羽川線について

（委員）

路線もできれば便利に使えるのでは。

（委員）

大沼の前に停まるのか？

（事務局）

小山市桑市民交流センター前に路線が通るのなら予定している。

（委員）

中学校入り口や保育所・桑絹商工会は？

（事務局）

あくまでも現時点のバス停は想定しているものである。今までも大沼前を通る話はあった。南側にも１つ設けられるのであれば設置していきたい。

（委員）

現在国分寺特別支援学校の生徒は桑農協前で降りて１６００メートル程歩いて通学している。

（事務局）

交流センター前にバス停が出来れば、８００メートル程度になり、距離も半分になる。

（委員）

バスは折り返して運転するのか？

（事務局）

１ヶ月程度の乗降人数を調査した結果、羽川交差点北と桑公民館の２つのバス停を利用している利用者は少ないため、この２つのバス停は廃止することを予定している。

（委員）

農協のガソリンスタンドの前等バス停を南に移動すれば羽川小学校の児童などは楽なのでは？

（委員）

これは２回アンダーを通るのか？

（事務局）

一度はアンダー、一度は踏み切りを通過する。

ポンチョにはアンダーの朝晩の渋滞が厳しく、坂の途中で停車するのが難しいとの意見が事業者からあった。

桑市民交流センターへは８時３０分の開館に合わせた便で運行すれば、渋滞に巻き込まれずに運行できるのではないかと考えている。
（委員）
１０年程度後になるが、県道が駅東まで通った時に路線はどうするのか？

（委員）

踏み切りが運行上の妨げとなるのではないか？

（事務局）

ポンチョ自体は狭い道でも通行できるため、対面ですれ違いも可能である。

（委員）

いつまでにこの路線は決めればいいのか？

（事務局）

来年４月の交流センターの利用開始に間に合うように整備したい。

（委員）

また資料等が出次第検討したい。

（委員）

デマンドバスのエリアの越境はどう考えているのか。将来的には区域限定なのか？

高齢化が進行すると直接目的地に行きたいのでは？

（委員）
以前はコミュニティバスを全エリアを運行させていたが、周辺部の利用が少なかったため、効率を考えてデマンドバスになった。

デマンドバスの利用が増えると路線バスの利用者は減少する。

（委員）

現在小山市の高齢者率は２０％、桑地区は２６％であり、もうすぐ３０％になる。あまり乗り継ぎがあるのは現実的ではない。

（委員）

デマンドバスはタクシー業者から見ても難しいものである。

（事務局）

市街地在住でも市役所やハーヴェストウォークに行けない市民の方もいる。

デマンドバスに限らず、地域を大きく巡回し、地域内は細かく通らず、出張所や病院へと向かうバスを少ない本数で運行する案は出ている。

各委員の話等から調査して報告していきたい。

（委員）

桑地区は警察署も消防署も南に移設してしまったので利便性を考えてほしい。
